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研究要旨： 

 女性の健康の保持増進のため、定期健康診断の問診票に月経困難症や更年期障害で

就労における困難があるかを問う質問項目が追加された。健康診断を担当する医師は

産婦人科を専門としない医師が多いため、症状による困難を伴う女性を対応する際に

使用できるツールの作成を目的とした。対象とする疾患群は、月経困難症、過多月経

症、月経前症候群、更年期障害の 4つとした。健康診断を担当する医師へのインタビュ

ーを通して、ツールの構成を「症状確認の問診」、「想定される疾患群の提示」、「疾患群

に対する対処方法や治療方法の概略」、「受診や相談が可能な窓口・Webサイトの提供」

と設定した。就労や日常生活の困難をトリアージするため、痛み、月経異常、気分の障

害、体の変化、家庭生活（食事、睡眠）、職業生活（アブセンティーズム）などの項目

が含まれるように問診項目を選択した。また産婦人科を専門としない医師が、想定され

る疾患群を説明し、簡易な対処方法や治療方法を情報提供し、困難で悩んでいる女性へ

受診行動を促すことができるツールを作成した。 

Ａ．目的 

女性労働者の増加に伴い、女性の健康

に対する保持増進の重要性が高まってい

る。このような背景から労働安全衛生法

に基づく定期健康診断において、月経困

難症や更年期障害など女性特有の健康課

題に対する問診票の質問項目が追加され

た。今後は健康診断を担当する医師が、専

門医を早期に受診するように促す体制の

整備が必要とされるが、健診機関の医師

は産婦人科を専門としないことが多い。 

今回の研究では、健康診断を担当する

医師が、女性の健康課題で就労に困難を

感じる女性に対応する際に使用するツー

ルを作成することを目的とした。 

 

Ｂ．方法 
 2024 年 10 月から 2025 年 4 月の期間に

作成した。対象とする女性の健康課題と

して月経随伴症状と更年期障害が提示さ

れており、対象とする疾患群を月経困難

症、過多月経症、月経前症候群、更年期障

害の 4 つを設定した。続いて産婦人科医

2 名と健康診断を担当する医師 4 名にイ

ンタビューし、ツールの概要を設定し作

成した。 

Ｃ．結果 

 健康診断を担当する医師が女性の健康



3 
 

課題を対応する際に使用するツールの概

要は以下の項目とした。 

① 症状確認の問診 

② 想定される疾患群の提示 

③ 疾患群に対する対処方法や治療方

法の概略 

④ 受診や相談が可能な窓口、Web サイ

トの提供 

「症状確認の問診」は、有症状の女性に

対し就労や日常生活の困難をトリアージ

するための内容となるように配慮した。

昨年の分担研究で作成した就労女性のセ

ルフチェックツールより、4つの疾患群が

抽出できる質問項目を産婦人科医 2 名で

選択した。就労や日常生活の困難をトリ

アージするため、痛み、月経異常、気分の

障害、体の変化、家庭生活（食事、睡眠）、

職業生活（アブセンティーズム）の質問項

目を選択し、排泄や性交渉などの一部の

家庭生活に関わるものは除外した。次に

産婦人科を専門としない医師が、想定さ

れる疾患群と治療方法等の概略を情報提

供でき、受診行動を促せるような内容を

加え、ツールの原案（図 1）を作成した。 

 

Ｄ．考察 

健康診断を担当する医師が産婦人科を

専門としない場合でも、症状で困難を感

じる女性に対応することが可能なツール

の作成を試みた。はじめに有する症状か

ら疾患群をトリアージできるような問診

票を作成した。「想定される疾患群の提示」

においては、産婦人科を専門としない医

師でも説明が可能となる疾患群の特徴や

背景にある関連疾患を簡潔にまとめた。 

今後は作成したツールの使用時の有用

性の検証と健康診断を担当する医師に対

する学習教材を作成する。 

 

Ｅ．結論 

 健康診断を担当する医師が、月経困難症、

過多月経症、月経前症候群、更年期障害の

症状を有する女性に対応する際に使用す

るツールを作成した。 

 

Ｆ．引用・参考文献 

 なし 

 

Ｇ．学会発表 

 なし 

 

Ｈ. 論文業績 

 なし 

 

I．知的財産権の出願・登録状況：(予定を含

む。） 

1. 特許取得 

 なし 

2. 実用新案登録 

 なし 

3.その他 

 なし 
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図 1 
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